
法定協資料
における
仕分け案

案

４区 ４区

システムの管理（住基システム、国保システム、介
護保険システム等の特別区事務に付随するシステ
ム）

基 基 広 基

・ニアイズベターの実現のためには、業務の実施主体とシス
テムの管理主体は同一であるべき。
・基幹的なシステムはＤＸの土台となっており、DXを継続し
ていくためにも、業務とシステム管理の主体は切り分けられ
ない。
・課題:人材確保、分割によるコスト増

消費者センター 広 基 広 基

・消費者センターの事務のうち、「消費者の安心安全の確保
に関する事務（相談、あっせん等）」は、消費者安全法で市
町村事務に位置づけられている。
・第４回協議会資料では、東京ベースの仕分けが広域と
なっているが、上記事務は、特別区で行っており、消費者セ
ンターの事務を広域だけで行っているという記載は正確で
はない。
・課題:人材確保、分割によるコスト増

介護保険事業 基 基 広 基

・介護保険法上、都道府県が担うことはできない。
・地域の実情に即して「住民に身近な自治体」が担う制度設
計となっている。
・一部事務組合、広域連合など手法の検討

斎場・大規模霊園 基 基 基 基
・広域に移行した場合、住民サービス水準の低下に繋がる
可能性がある。（市民が利用しにくくなる）
・特別区間の水平連携で対応すべき。

◆　たけち委員提出資料　（第５回　副首都・大阪にふさわしい大都市制度協議会）

備 考事 務
東京都ベース

の仕分け

前回協定書

（一部事務組
合は「基」で

表記）
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大阪市立図書館（中央図書館） 広 基 広 基

・図書館運営に関する各種の事務やシステムを中央図書館
で集約して実施している現状に鑑み、運用主体と管理主体
が広域と基礎で別れることは避けるべき。

・全館を基礎と位置づけ、当面の間、中央図書館の属する
特別区に対して地方自治法上の「事務の委託」を適用し、全
館を一体的に管理運営することが妥当。

大阪市立図書館（各区図書館） 基 基 基 基 （参考掲載）

団体監理事務等
【大阪メトロ（OM）・
大阪シティバス（OCB）】

広 基 基 基

・OMとOCBの元となる市営交通の資産は、大阪市域の住
民の長年の負担により形成されてきたものであり、両社は
引き続き主に大阪市域内の交通需要を担い、交通課題の
解決に取り組むことが求められる。

交通政策
【うちバス関係】

広 基 広 基

・市域内の地域交通を支えるバスネットワークについて、地
域公共交通会議等を含め、ニア・イズ・ベターの観点から
「基礎」に仕分けることが適当。

・バスネットワーク維持改善補助金については、府下市町村
全てではなく大阪市のみを対象としており、しかも地域サー
ビス系路線のみを対象としている。

市設建築物の建設・整備・保全・
ファシリティマネジメント事業

基 基 - 基

・前回協定書で自治体運営事務として基礎に仕分けられて
おり、基礎が適当と考える。

・課題：職員(特に技術職員)の確保
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特別区域内の都市の骨格となる道路
（≒特例都道）

広
基礎

（地域交通網
に含む）

- 広
特例都道（該当道路については別途整理要）並みとすると
約200km

【参考】
　広域交通網

広

広域
202km

（国道53km
／府道89km

／市道
60km）

未整備都計
道路39km

広 広

【参考】
　地域交通網、生活道路

基

基礎
3,651km

（国道13km
／府道94km

／市道
3,544km）

未整備都計
道路44km

基 基
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連続立体交差事業 広・基

広・基
（淡路：基
礎、その他
は事業ごと

に判断）

広 広
（参考）
　阪急淡路、阪神なんば線、JR片町東西、
　南海高野線、大阪モノレール

屋外広告物許可に関する事務 広 基 広 ※
※ 景観等屋外広告物に関する全体方針：基礎
　　指導・許認可：道路仕分けによる（基礎・広域）

一級河川(本来管理者) 広 広 - 広 水面清掃含む

一級河川（にぎわいなど表面管理事務） 広 基 広 基
（参考）
　道頓堀川・東横堀川・住吉川・今川・駒川・鳴戸川

　準用河川、普通河川（本来管理者） 基 基 - 基

公園（広域公園：鶴見緑地、大阪城、難波宮跡、長
居、天王寺）

広 広 広 広
広域で実施する拠点まちづくりの基幹であるうめきた公園、
夢洲記念公園については広域で実施することが望ましい

※産業・都市魅力については大部分が任意事務であり、東京都でも都と区それぞれで事務が行われており、事務の仕分け等には引続きの検討が必要。
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